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℡  86-2985 
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岡田 重美 
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３
月
定
例
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
議
会
日
程
が

２
日
延
期
さ
れ
、
４
日
に
議
案
質
疑
、
５
日
・
６
・
９
日
の
３
日
間
は
一
般

質
問
が
行
わ
れ
、
１５
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
山
岡
光
広
議
員
は
５
日
、

小
西
喜
代
次
議
員
は
９
日
に
質
問
し
ま
し
た
。
山
岡
議
員
は
５
項
目
、
小
西

議
員
は
４
項
目
、
切
実
な
願
い
実
現
と
市
政
の
問
題
点
を
質
し
ま
し
た
。 

 

山
岡
光
広
議
員
は
、
①
公
文
書
の
あ
り
方

②
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
、
③
市
営
住

宅
長
寿
命
化
計
画
、
④
精
神
障
が
い
者
医
療

費
助
成
拡
充
、
⑤
新
名
神
甲
南
IC
と
甲
南
PA

と
の
流
出
入
路
の
接
続
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。 

 

公
文
書
の
作
成
・
保
存
・
管
理
に
つ
い
て

「
公
文
書
は
、
市
民
共
有
の
知
的
財
産
と
い

う
視
点
か
ら
条
例
制
定
す
べ
き
」
と
要
求
。

市
は
「
そ
の
必
要
性
を
含
め
検
討
す
る
」
と

約
束
し
ま
し
た
。 

 

新
年
度
か
ら
市
内
給
食
セ
ン
タ
ー
で
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応(

除
去)

給
食
を
実
施
す
る

こ
と
か
ら
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
な
ど
に
つ
い
て
問
題
点
を
指
摘
、
保

護
者
や
専
門
家
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
対
応

す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。 

 

市
内
の
市
営
住
宅
は
５
０
１
戸
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
耐
用
年
数
を
超
え
た
住
宅
が

ほ
と
ん
ど
。
市
は
今
後
新
築
し
な
い
こ
と
を

前
提
に
「
長
寿
命
化
」
対
策
を
講
じ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、「
浴
室
は
あ
る
が
浴
槽
が
な

い
」「
便
器
の
蓋
が
な
い
」
問
題
を
指
摘
し
「
こ

れ
で
良
好
な
居
住
環
境
」
と
言
え
る
の
か
、

と
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

  

 

小
西
喜
代
次
議
員
は
、
昨
年
の
１２
月
議
会

に
続
き
、
市
営
住
宅
の
入
居
条
件
か
ら
保
証

人
の
削
除
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
保
証
人
削
除

の
条
例
改
正
案
を
９
月
議
会
で
提
出
す
る

と
、
前
向
き
の
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
保
証
人
が
確
保
で
き
な
く
て
市

営
住
宅
の
申
請
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

 

ま
た
、
２
０
１
８
年
の
「
水
道
法
改
正
」

に
よ
り
、
水
道
の
民
営
化
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
広
域
化
・
民
営
化
の
方
向
は
と

る
べ
き
で
は
な
い
と
質
問
。
市
は
「
広
域
連

携
は
進
め
て
い
く
が
、
民
営
化
は
考
え
て
い

な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

税
・
料
金
の
滞
納
対
策
問
題
で
は
、
徴
税

強
化
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
再
建
の
視
点
で

の
対
応
が
必
要
で
す
。
滞
納
問
題
の
基
本
的

な
考
え
方
、
分
納
誓
約
後
の
延
滞
金
加
算
は

や
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
市
は
「
資
力

の
な
い
方
に
は
庁
内
関
係
部
局
の
連
携
で
生

活
再
建
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
分
納
誓
約
後

は
申
請
が
あ
れ
ば
延
滞
金
加
算
は
し
な
い
」

と
答
弁
。
信
楽
町
勅
旨
の
西
恩
寺
橋
の
拡
幅

を
求
め
、
着
工
時
期
は
未
定
と
の
こ
と
で
、

早
期
着
工
を
迫
り
ま
し
た
。 

福島原発事故から９年 

原発のない社会へ 2020びわこ集会に 500人 

３月 7日大津市膳所公園。 

新型コロナ感染症対応情報 
◆議会は、行政の「一律学校休校」対応のため２

日間延会で対応。あとは通常通り開催。 

◆市立の幼・保、小中学校の卒業式は、規模を縮

小して実施されます。 

◆市内小学校での預かり数は、全 21校 4903人の

うち 19 校で預かり。２日 10 人、３日 38 人、4

日 72人、５日 91 人、６日 104人、９日 135 人。 

１０
日
に
開
か
れ
た
厚
生
文
教
常

任
委
員
会
で
、
委
員
会
付
託
さ
れ

た
２
つ
の
請
願
の
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
甲
賀
年
金
者
組
合
と

甲
賀
生
活
と
健
康
を
守
る
会
の

連
名
で
提
出
さ
れ
た
「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
」
廃
止
の
意
見
書
を

求
め
る
請
願
と
「
補
聴
器
購
入
助

成
制
度
を
求
め
る
請
願
で
す
。 

 

審
査
に
先
立
ち
、
請
願
人
代
表

の
年
金
者
組
合
の
谷
悦
男
さ
ん
、

生
活
と
健
康
を
守
る
会
の
小
泉

健
三
さ
ん
か
ら
請
願
の
主
旨
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

請
願
審
査
の
後
、
討
論
で
は

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
で
公

明
党
の
堀
議
員
が
反
対
討
論
。
賛

成
討
論
は
紹
介
議
員
の
竹
若
議

員
（
無
会
派
）
と
岡
田
議
員
（
日
本

共
産
党
）
が
行
い
ま
し
た
が
、
賛
成

は
２
人
の
み
で
不
採
択
に
。 

「
補
聴
器
助
成
」
を
求
め
る
請
願
も

堀
議
員
と
山
中
善
治
議
員
（
凛
風

会
）
が
反
対
討
論
。
竹
若
・
岡
田
議

員
が
賛
成
討
論
を
行
い
賛
成
は
２

人
の
み
。
両
請
願
と
も
反
対
は
、
堀

郁
子
・
山
中
善
治
・
橋
本
恒
典
（
凛

風
会
）
、
山
中
修
平
（
志
誠
会
）
。 

 

特
に
、
公
明
党
の
堀
議
員
は
、
昨

年
９
月
議
会
一
般
質
問
で
高
齢
者

へ
の
補
聴
器
助
成
を
求
め
て
い
た

の
に
請
願
に
は
反
対
討
論
ま
で
。
以

前
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
と
同

様
に
、
一
貫
性
が
な
い
態
度
に
、
議

員
と
し
て
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。 

マクロ経済スライドの廃止・補聴器助成 
公
明
党
・
堀
議
員
…
…
補
聴
器
助
成
を
一
般
質
問
で 

と
り
上
げ
て
お
き
な
が
ら
請
願
に
反
対
討
論
ま
で 

日本共産党新型コロナウイルスなんでも電話相談

２４時間受付  電話０７７－５６４－１２０１ 


